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東
日
本
大
震
災
以
降
、

原
子
力
発
電
所
の
長
期
停
止
が
続
い
て
い
た
が
、

よ
う
や
く
関
西
電
力 

高
浜
３
・
４
号
機
が
運
転
を
再
開
、

大
飯
３
・
４
号
機
の
再
稼
動
も
見
え
て
き
た
。

事
故
か
ら
６
年
が
経
ち
、

今
改
め
て
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
考
え
た

原
子
力
発
電
を

再
考
す
る

鼎
談

基
軸
を

探
る

秋
元
圭
吾 

地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構 

主
席
研
究
員

村
上
朋
子 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

研
究
主
幹

石
川
和
男 

政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
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原
子
力
を
め
ぐ
る
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

Ｃ
Ｏ
２

排
出
・
電
気
料
金
・
安
全
保
障
面
か
ら
も

再
稼
動
の
加
速
が
急
務
だ

石
川　

本
日
の
テ
ー
マ
は「
原
子
力
発
電
を
再
考
す
る
」。
ま
ず
現
状
、

秋
元
さ
ん
の
現
状
認
識
と
着
眼
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

秋
元　

現
在
、
再
稼
動
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
な
か
、
発
電
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
増
え
、
電
気
料
金
も
上
が
っ
た
ま
ま
。
加
え
て
、

今
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
安
全
保
障
面
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
た

ま
ま
で
す
。

　

電
気
料
金
が
高
止
ま
り
す
る
状
況
が
続
く
と
、
特
に
製
造
業
の
競

争
力
が
失
わ
れ
る
。
電
気
料
金
を
下
げ
る
に
は
原
子
力
再
稼
動
が
寄

与
す
る
が
、
規
制
委
員
会
の
審
査
や
裁
判
の
問
題
等
が
あ
り
再
稼
動

は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

　

も
う
少
し
長
期
で
見
る
と
、
パ
リ
協
定＊

に
基
づ
き
設
定
し
た
日
本

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
や
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し

に
も
影
響
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
昨
秋
、
２
０
２
０
年
以
降
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
枠
組
み
と
目
標
設
定
を
求
め
た
パ
リ
協
定
が
発

効
し
、
ま
た
日
本
政
府
は
、
30
年
に
13
年
度
比
26
％
削
減
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
２
０
１
５
年
７
月
に
決
定
さ
れ
た
長

期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
と
裏
表
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
長
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
は
原
子
力
が
発
電
電
力
量
に
占
め
る
比
率

は
20
〜
22
％
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
達
成
し
な
け
れ
ば
、
温
室

効
果
ガ
ス
26
％
削
減
目
標
の
達
成
は
現
実
的
に
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
長
期
的
観
点
で
は
、
パ
リ
協
定
は
、
産
業
革
命
以
前
比
で

気
温
上
昇
を
２
℃
以
内
に
抑
え
る
目
標
や
、
21
世
紀
末
に
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
も
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
目
標
達
成
に
は

原
子
力
の
役
割
が
か
な
り
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拡
大
は
必
要
だ
が
、
再
エ
ネ
だ
け
で
Ｃ
Ｏ
２

の
ゼ
ロ
目
標
は
達

成
で
き
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
原
子
力
を
長
期
的
に
ど
う
し
て
い
く
か
と

い
う
議
論
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
だ
時
間
が
あ
る
と
思
っ
て
も
、
原
子

力
は
、
新
増
設
等
を
考
え
る
と
か
な
り
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
必
要
。

早
く
議
論
し
な
け
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２

は
長
期
的
に
減
っ
て
い
か
な
い
。

し
っ
か
り
原
子
力
政
策
を
考
え
、
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

石
川　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
１
２
７
年
前
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
を
観
測

し
て
い
る
が
、
最
も
高
か
っ
た
の
が
16
年
で
、
次
は
17
年
。
た
だ
、

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
た
め
に
原
子
力
と
い
っ
て
も
、
日
本
で
は
国
民
に
あ

ま
り
響
か
な
い
。
料
金
な
ら
す
ご
く
響
く
で
し
ょ
う
が
。

秋
元　

確
か
に
そ
う
で
す
が
、
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
高
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
世
界
平
均
気
温
も
、
14
年
、
15
年
、
16
年
と
最
高
を
記
録
し
続

け
て
い
ま
す
。
政
策
的
に
は
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
方
向
に
誘
導
し
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
の
際
、
原
子
力
は
無
視
で
き
な
い
手
段
で
す
。
英
国

な
ど
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
が
起
こ
っ
て
も
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
は
重
要
だ
と

い
う
認
識
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
原
子
力
に
関
し
て
も
、
温
暖
化
対

策
に
原
子
力
は
不
可
欠
だ
と
判
断
し
、
Ｆ
ｉ
Ｔ
Ｃ
ｆ
Ｄ＊

な
ど
の
し
く

み
を
導
入
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
原
子
力
利
用
の
出
発
点
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

石
川　

Ｅ
Ｕ
28
カ
国
の
電
源
構
成
は
、
国
別
で
は
異
な
り
ま
す
が
、

全
体
で
は
２
０
１
０
年
、
つ
ま
り
震
災
前
の
日
本
に
近
い
。
ま
た
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ＊

の
統
計
で
、
欧
州
と
、
米
州

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
南

米
も
加
え
た
米
州
と
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
、
こ
の
３
地
域
で
見

る
と
、
欧
州
の
原
子
力
率
が
最
も
高
い
。
米
州
は
意
外
と
低
く
、
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
は
さ
ら
に
低
く
、
化
石
燃
料
の
比
率
が
高
ま
る
。

　

で
は
、
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
日
本
が
、
な
ぜ
原
子
力
を
導
入
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

村
上　

日
本
の
原
子
力
利
用
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、
太
平
洋
戦
争
の
反
省
、

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
原
油
の
輸
入
を
止
め
ら
れ
た
日
本
政
府

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
が
維
持
で
き
な
い
と
い
う
窮
地
に
陥
り
、
開

戦
そ
し
て
敗
戦
に
至
っ
た
、
そ
の
反
省
か
ら
で
す
。　

　

日
本
が
導
入
を
決
め
た
当
時
、
原
子
力
は
、
実
用
化
さ
れ
た
ば
か

り
の
技
術
で
し
た
。
地
球
温
暖
化
問
題
も
な
く
、
最
も
安
い
電
源
は

水
力
で
、
石
炭
も
日
本
国
内
に
豊
富
に
あ
る
な
か
、
な
ぜ
、
ア
ジ
ア

で
先
駆
け
、
導
入
に
踏
み
切
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
今
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画＊

で
掲
げ
る
３
Ｅ＊

の
う
ち
、
環
境
性
と
経
済
性
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、
原
子
力
の
出

発
点
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
安
全
保
障
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

石
川　

原
子
力
導
入
当
初
は
、
や
っ
ぱ
り
安
全
保
障
、
自
給
率
。
原

子
力
は
少
量
で
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

た
め
「
準
国
産
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全
保
障
の
観

点
で
は
、
今
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
は
停
電
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
仮
に
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
電
力
会
社
が
あ
っ
と
い
う

間
に
復
旧
さ
せ
る
。
大
地
震
が
起
き
て
も
ガ
ス
や
水
道
に
比
べ
は
る

か
に
速
く
復
旧
す
る
。
そ
の
結
果
、
高
度
成
長
期
以
降
、
停
電
で
生

活
を
脅
か
さ
れ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
安
全
保
障
と
い
う
大
事

な
観
点
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。

パ
リ
協
定

２
０
２
０
年
以
降
の
新
た
な
温

暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み
。
世

界
的
な
平
均
気
温
上
昇
を
産

業
革
命
以
前
に
比
べ
て
２
℃

よ
り
十
分
低
く
保
つ
と
と
も

に
、１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を

追
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
は
30
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
13
年
度
比
26
％
削
減
す

る
目
標
を
掲
げ
た
。
15
年
12
月

に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択
、
16
年
11

月
発
効
。

Ｆ
ｉ
Ｔ
Ｃ
ｆ
Ｄ

（Feed in T
ariff Contract 

for D
ifference

）

差
額
決
済
契
約
付
固
定
価
格
制

度
。
原
子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
炭
素
回
収
・

貯
留
）の
促
進
策
と
し
て
、発
電

事
業
者
と
政
府
組
織
の
間
で
締

結
す
る
差
額
決
済
契
約
。
政
府

が
決
定
す
る
基
準
価
格
（
廃
炉

費
用
や
使
用
済
燃
料
処
分
費
用

も
含
め
た
原
子
力
の
コ
ス
ト
回

収
の
た
め
の
価
格
）
と
市
場
価

格
の
差
が
補
助
額
と
さ
れ
、
市

場
価
格
が
基
準
価
格
を
下
回
る

場
合
、
発
電
事
業
者
が
差
額
を

受
け
取
る
。
投
資
の
安
定
性
を

確
保
す
る
も
の
。

2016年11月モロッコで開かれた「パリ協定第1回締約国会合（CMA1）」 ©Xinhua/Avalon/PPS
総合資源エネルギー調査会原子力小委員会の資料をもとに作成

CfDのイメージ
事業者が支払う

差額を補填

基準価格
（Strike Price）

市場価格
（Reference Price）

〈CfDのイメージ〉
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安
全
性
向
上
が
全
て
で
は
な
い

原
子
力
の
現
状

石
川　

先
頃
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
天
然

ガ
ス
も
石
油
も
石
炭
も
豊
富
だ
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

と
い
う
観
点
で
原
子
力
を
必
要
だ
と
言
う
人
は
い
な
い
。
一
方
で
、

こ
の
10
年
間
、
原
子
力
は
電
源
比
率
の
２
割
を
維
持
し
て
い
る
。

村
上　

Ｄ
Ｏ
Ｅ＊

は
、
長
期
見
通
し
で
も
２
割
の
比
率
は
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
今
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
化
さ
れ
た
州
で

は
、
既
設
の
原
子
力
発
電
所
が
競
争
力
を
失
っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
新
設

も
進
ん
で
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来
も
２
割
と
見
通
し
て

い
る
の
は
、
原
子
力
は
50
年
前
か
ら
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
引
き
続

き
同
程
度
は
担
う
だ
ろ
う
と
い
う
程
度
の
認
識
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
、
原
子
力
よ
り
も
、
石
油
や
ガ
ス
、
石

炭
。
最
近
は
再
エ
ネ
の
比
率
も
伸
び
て
き
て
お
り
、
原
子
力
の
優
先

度
は
か
な
り
低
い
。

石
川　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
な
ぜ
２
割
を
保
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

稼
働
率
が
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
昨
年
の
稼
働
率
は
、
史
上
最

高
の
92
％
。
最
近
は
稼
働
期
間
を
80
年
ま
で
延
ば
す
話
も
出
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
Ｎ
Ｒ
Ｃ＊

の
人
に
訊
く
と
、「
別
に
安
全
だ
っ
た
ら
延

長
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
」
と
。

秋
元　

米
国
ら
し
く
経
済
合
理
的
な
ん
で
す
ね
。

石
川　

合
理
的
。
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
は
、
頻
繁
に
保
守
管
理
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
40
年
経
と
う
が
60
年
経
と
う
が
、
新
品
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
60
年
認
可
炉
が
既
に
７
割
８
割
、
80
年
申
請
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
準
を
多
少
厳
し
く
し
、
審
査
も
入
念
だ
が
、
80

年
と
い
う
数
字
に
ア
レ
ル
ギ
ー
は
な
い
。

　

日
本
み
た
い
に
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
40
年
だ
の
60
年
だ
の
、
年
数

に
は
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。

村
上　

構
造
物
の
寿
命
は
、
機
械
的
な
評
価
、
つ
ま
り
機
器
の
健
全

性
や
劣
化
状
況
を
評
価
す
る
も
の
。
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
デ

ー
タ
、
熱
応
力
、
ど
う
い
っ
た
環
境
に
置
か
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う

な
材
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
う
い
う
デ
ー
タ
で
評
価
す
る
。

年
数
に
は
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。　

石
川　

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、
40
年
は
原
子
炉
の
寿
命
、
定
期
検

査
周
期
も
安
全
の
た
め
に
守
る
べ
き
周
期
だ
と
言
わ
れ
る
。
寿
命
と

定
期
検
査
周
期
で
若
干
違
い
ま
す
が
、
定
期
検
査
の
場
合
、
原
子
力

は
13
カ
月
周
期
だ
が
、
安
全
だ
か
ら
、
諸
外
国
の
よ
う
に
18
カ
月
と

か
24
カ
月
に
延
ば
す
と
、
検
査
体
制
な
ど
い
ろ
ん
な
方
面
に
影
響
が

及
ぶ
。

　

物
事
を
決
め
る
と
き
の
基
準
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の

力
学
が
働
い
た
結
果
、
現
状
が
あ
る
こ
と
を
弁
え
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
。

根
気
強
く
問
う
べ
き
、

原
子
力
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
重
要
性

石
川　

と
こ
ろ
で
村
上
さ
ん
、
国
の
安
全
規
制
な
ど
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

村
上　

事
故
以
降
、
42
基
の
稼
働
で
き
る
発
電
所
の
う
ち
、
再
稼
動

は
高
浜
４
号
と
３
号
を
含
め
て
も
僅
か
５
基
。
私
が
思
う
に
、
安
全

性
向
上
に
あ
ま
り
関
係
の
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
、
本
質
で
は
な
い
と

こ
ろ
も
審
査
に
は
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
全
て
に
事
業
者
は
対
応

し
て
し
ま
っ
た
。
政
府
は
、
２
０
３
０
年
の
電
源
比
率
で
、
原
子
力

20
〜
22
％
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
３
Ｅ
を
考
え
た
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
の
解
で
あ
る
と
示
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
再
稼
動
は
た

っ
た
５
基
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
増
え
、
化
石
燃
料
の
輸
入
が
１
・
４

倍
ほ
ど
増
え
て
国
富
流
出
騒
ぎ
で
す
。

石
川　

原
子
力
に
つ
い
て
行
政
の
失
敗
は
全
部
停
め
た
こ
と
で
す
。

安
全
規
制
の
ル
ー
ル
を
変
え
た
と
き
、
通
常
、
諸
外
国
で
は
猶
予
期

間
を
置
い
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト＊

な
ん
て
こ
と
は
や
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
日
本
は
そ
れ
を
や
っ
た
。

　

私
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、
火
力
と
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

部
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
時
に
起
き
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
タ
ン
ク
の

事
故
を
受
け
、
耐
震
基
準
も
含
め
規
制
を
見
直
し
、
非
常
に
厳
し
い

も
の
に
し
ま
し
た
。
但
し
、
施
行
は
、
震
災
が
起
き
て
か
ら
２
年
後

の
97
年
４
月
１
日
、
か
つ
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
の
で
、

猶
予
期
間
を
置
い
た
。
一
方
で
、
原
子
力
は
、
新
規
制
基
準
に
適
合

し
な
い
限
り
動
か
さ
な
い
と
し
た
こ
と
が
政
策
上
の
大
き
な
ミ
ス
で

す
。

村
上　

日
本
国
民
が
、
原
子
力
は
な
く
て
も
い
い
と
判
断
し
た
こ
と

を
、
政
治
家
が
敏
感
に
嗅
ぎ
取
っ
て
、
原
子
力
を
全
て
停
め
る
判
断

を
し
ま
し
た
。
仮
に
石
油
で
あ
れ
ば
そ
ん
な
判
断
は
し
な
い
。
日
本

の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
半
分
を
占
め
る
石
油
が
な
く
な
っ
た
ら

ど
う
な
る
か
。
し
か
し
、
原
子
力
は
震
災
前
で
約
10
％
、
原
子
力
が

な
く
て
も
困
ら
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
の
で
し
ょ
う
。

秋
元　

本
当
に
深
く
理
解
し
た
上
で
国
民
が
原
子
力
を
要
ら
な
い
と

思
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
判
断
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
多
く

の
国
民
が
原
子
力
が
な
い
こ
と
に
よ
る
影
響
を
正
し
く
理
解
す
る
の

は
難
し
い
。

　

原
子
力
の
議
論
を
す
る
と
、
危
険
な
原
子
力
を
子
や
孫
の
世
代
に

残
す
の
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ
雇
用
悪
化
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
面
で
の
リ
ス
ク
を
子
や
孫
に
残
す
こ
と
が
懸
念
で
す
。

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
は
専
門
家
と
し
て
、
何
が

起
こ
り
得
る
か
、
そ
れ
で
い
い
の
か
、
根
気
よ
く
問
い
続
け
る
べ
き

石川　和男　　いしかわ　かずお
政策アナリスト；特定非営利活動法人
社会保障経済研究所理事長
1965年福岡県生まれ。東京大学工学部
卒。通産省入省、資源エネルギー庁（石
炭政策、電力・ガス事業政策、新エネ
ルギー・再生可能エネルギー発電政策）、
生活産業局、産業政策局（物流・流通
政策）、中小企業庁（中小企業金融政
策、下請企業政策、官公需政策）、商務
情報政策局（産業金融政策、消費者信用
政策、割賦販売政策）等歴任。07年退
官。内閣府・規制改革会議専門委員（～
2010年3月）、内閣府・行政刷新会議「規
制・制度改革に関する分科会 グリーン
イノベーションWG」委員など歴任。著
書『原発の正しい「やめさせ方」』『脱藩
官僚、霞ヶ関に宣戦布告！』『日本版サ
ブプライム危機 住宅ローン破綻から始
まる「過重債務」』など。ダイヤモンド
オンライン「霞が関政策総研」連載。
http://blog.livedoor.jp/kasumigaseki_
soken/

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（O
rganisation for

Econom
ic Co-operation

and D
evelopm

ent

）

経
済
協
力
開
発
機
構
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
関
す
る
施

策
の
長
期
的
・
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
策

定
さ
れ
る
計
画
。
14
年
４
月
閣

議
決
定
さ
れ
た
第
４
次
計
画
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
的

視
点
と
し
て
３
Ｅ
＋
Ｓ（
次
項
）

が
明
記
さ
れ
、
同
計
画
を
踏
ま

え
15
年
７
月
発
表
の
長
期
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
原
子
力

比
率
は
20
〜
22
％
と
さ
れ
た
。

３
Ｅ

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
（Ene-

rgy security

）、経
済
性（Eco-

nom
y

）、環
境
保
全（Environ-

m
ental conservation

）
の
三

つ
の
「
Ｅ
」
の
同
時
達
成
に
よ

る
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
追
求
す
る
考
え
方
。
福
島

第
一
事
故
を
踏
ま
え
安
全
確
保

（Safety

）
の
「
Ｓ
」
を
大
前
提

に
、
３
Ｅ
＋
Ｓ
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
基
本
的
視
点
と
さ
れ

る
。

Ｄ
Ｏ
Ｅ

（D
epartm

ent of Energy

）

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
。

Ｎ
Ｒ
Ｃ

（N
uclear Regulatory 

Com
m

ission

）

米
国
原
子
力
規
制
委
員
会
。
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東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
発
電
所
は
四
つ
あ
り
ま
し
た
。
女

川
、
１
Ｆ
、
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
（
以
下
、
２
Ｆ
）、
東
海
第
二
。

１
Ｆ
は
不
幸
に
も
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
が
、
緊
急
停
止
中
の
全
電

源
喪
失
に
よ
る
事
故
で
す
。
再
稼
動
で
原
発
が
爆
発
し
た
ら
ど
う
す

る
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
１
Ｆ
は
稼
働
中

の
事
故
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
女
川
と
２
Ｆ
と
東
海
第
二
は
事

故
に
至
ら
ず
、
加
え
て
女
川
は
地
域
住
民
の
避
難
所
に
ま
で
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
、
１
Ｆ

の
教
訓
と
い
う
の
は
、
規
制
基
準
へ
の
反
映
と
い
う
技
術
面
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
事
故
後
の
正
し
い
情
報
提
供
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
二
人
は
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

秋
元　

技
術
的
対
策
を
万
全
に
行
う
こ
と
は
ま
ず
必
要
で
す
。
そ
の

上
で
、
人
間
の
リ
ス
ク
認
知
は
振
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
常
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る

と
き
は
、
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
リ
ス
ク
ゼ
ロ
だ
と
思
っ
て

し
ま
う
。
一
方
で
事
故
が
起
こ
る
と
、
極
端
に
大
き
な
リ
ス
ク
が
存

在
し
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
う
。
意
識
の
振
れ
幅
が
激
し
い
の
が
人

間
の
特
性
。
本
来
は
ゼ
ロ
で
も
１
０
０
で
も
な
い
。
ど
こ
に
問
題
が

あ
っ
て
、
ど
こ
に
問
題
が
な
い
か
、
う
ま
く
リ
ス
ク
の
切
り
分
け
し

な
い
と
い
け
な
い
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
は
原
子
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
も
、
今
は
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い
な
い
が
、
増
大
し
て

い
る
可
能
性
は
大
き
い
。
温
暖
化
問
題
も
同
じ
で
、
今
す
ぐ
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
影
響
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
し

て
し
ま
い
が
ち
。
役
所
、
政
治
家
、
専
門
家
は
、
そ
う
い
う
潜
在
的

な
リ
ス
ク
の
蓄
積
を
認
識
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
対
策
を
打
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
私
は
１
Ｆ
の
事
故
の
最
大
の
教
訓
は
そ

こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
は
、
原
発
の
リ
ス
ク
だ
け
が
鮮
明

に
刻
ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
原
子
力
以
外
の
リ
ス
ク
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
リ
ス
ク
対
応
も
含
め
た
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
対
策
が
と
れ
ず
、
教
訓
を
生
か
せ
な
い
と
懸
念
し
て
い

ま
す
。

石
川　

確
か
に
事
故
前
は
原
子
力
の
安
全
神
話
が
あ
っ
た
。
今
は
事

故
が
１
０
０
％
起
き
る
か
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
原
子

力
に
リ
ス
ク
が
あ
る
と
は
い
え
、
火
力
に
は
Ｃ
Ｏ
２

の
リ
ス
ク
、
水

力
に
も
別
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
電
源
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ご
と
の
kWh
あ

た
り
死
亡
率
は
、
水
力
が
１
番
、
次
が
石
炭
で
す
。
以
下
、
桁
が
違

っ
て
石
油
、
天
然
ガ
ス
と
続
き
、
２
桁
ほ
ど
下
が
っ
て
太
陽
光
と
原

子
力
。
さ
ら
に
低
い
の
が
風
力
で
す
。
ど
ん
な
も
の
に
も
リ
ス
ク
は

つ
き
も
の
で
、
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
、
そ
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
で
正
三
角
形
に
近
い
も
の
を
大
概
の
人
は
選
択
し
て
い
る
。

だ
け
ど
原
子
力
の
場
合
、「
危
な
い
」
と
い
う
リ
ス
ク
し
か
考
え
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
反
省
点
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
話
が
十
分
に
で
き
て

な
い
。
Ｔ
Ｍ
Ｉ
事
故
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
話
、

国
民
と
の
対
話
を
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
、
次
第
に
Ｔ
Ｍ
Ｉ
事
故
に

対
す
る
恐
怖
が
低
減
し
た
。
一
方
で
、
３
・
11
後
、
日
本
政
府
は
そ

う
い
う
対
応
を
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
不
安
は
低
減
し
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
も
、
今
後
も
っ
と
対
話
す
べ
き

で
あ
り
、
誰
が
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
が
教
訓
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
村
上
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

村
上　

１
Ｆ
の
事
故
を
受
け
、
原
子
力
の
安
全
対
策
を
担
っ
て
い
た

技
術
者
た
ち
は
、
か
な
り
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
、
デ
ー
タ
解
析
上
は
炉
心
損
傷
事
象
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
起
き
る
こ
と
は
確
率
上
ゼ
ロ
で
な
い
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

し
た
。
炉
心
損
傷
に
至
る
確
率
が
最
も
大
き
い
の
が
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク＊

の
喪
失
で
、
起
き
た
ら
ど
の
程
度
の
放
射
性
物
質
が
外
に
出
て
し
ま

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
上　

２
０
１
１
年
以
前
か
ら
、
日
本

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
で
は
原
子
力

も
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
重

要
性
を
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、

訴
え
か
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

秋
元　

私
も
そ
の
危
機
意
識
は
同
じ
で
、

時
間
が
か
か
る
し
、
絶
望
的
に
も
な
り

ま
す
が
、
原
子
力
の
意
義
を
根
気
強
く

説
明
し
て
い
く
こ
と
を
や
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の

基
準
は
、
本
質
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
非

常
に
細
か
く
指
摘
し
、
手
続
的
な
も
の

に
膨
大
な
時
間
を
か
け
て
い
る
こ
と
は

同
意
し
ま
す
。
し
か
し
徐
々
に
原
子
力
発
電
の
再
稼
動
が
進
み
、
電

気
料
金
が
再
稼
動
の
恩
恵
を
受
け
て
少
し
で
も
下
が
っ
て
く
る
と
、

国
民
に
少
し
ず
つ
実
感
は
拡
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
諦
め
る
の
は
ま
だ
早
い
。

い
ま
改
め
て
考
え
る
福
島
第 

一 

原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
は
？

リ
ス
ク
は
原
子
力
だ
け
で
は
な
い
。

他
の
潜
在
リ
ス
ク
の
拡
大
を
認
識
す
べ
き

石
川　

改
め
て
事
故
か
ら
の
学
び
を
検
証
し
た
い
。
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
（
以
下
、
１
Ｆ
）
の
事
故
の
教
訓
は
、
政
府
に
よ
る
国
民

へ
の
広
報
や
知
識
の
普
及
を
も
っ
と
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト

既
に
許
可
を
得
た
原
子
力
施
設

に
対
し
て
も
最
新
の
規
制
基
準

へ
の
適
合
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク

炉
心
を
除
熱
す
る
シ
ス
テ
ム
。

再生可能エネルギー 10％
地熱 1.0～1.1％程度

バイオマス 3.7～4.6％程度

太陽光 7.0％程度

風力 1.7％程度

水力 8.8～9.2％程度

14％ 22～24％程度

22～20％程度

27％程度

26％程度

3％程度

1％

44％

32％

9％

原子力 29％

天然ガス（LNG） 29％

石炭 25％

石油 8％

2010年度
（震災前の電源構成）

2015年度
（震災後の電源構成）

2030年度に
あるべき電源構成
（2015.7策定）

（注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合があります。
資源エネルギー庁「長期エネルギー需要見通し」（2015.7）、「長期エネルギー見通し 関連資料」（2015.7）などをもとに作成

2030年度のエネルギーミックス

安全確保を前提とした「S+3E」の同時実現

エネルギーの安定供給
（Energy security）

経済性
（Economy）

安全確保
（Safety）

環境保全
（Environmental

conservation）

3Eの
調和
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秋
元　

い
や
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
捨
て

る
べ
き
で
は
な
い
で
す
。

石
川　

そ
う
で
す
ね
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
は
二
つ
あ
る
。
高
速
炉

サ
イ
ク
ル
と
、
既
に
商
業
化
さ
れ
て
い
る
軽
水
炉
サ
イ
ク
ル
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル＊

で
す
。
六
ケ
所
村
の
再
処
理
工
場
が
ま
だ
竣
工
し
て
な
い

の
で
全
部
自
前
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
浜
も
伊
方
も
、
軽
水

炉
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
震
災
前
か
ら
回
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
高
速
炉
に
つ
い
て
は
、
も
ん
じ
ゅ
が
失
敗
し
て
、
再
開
す

る
に
し
て
も
さ
ら
な
る
費
用
が
必
要
。
原
子
力
が
本
当
に
全
基
正
常

化
し
て
、
稼
働
率
も
高
ま
り
、
あ
る
程
度
余
裕
が
出
た
と
き
な
ら
わ

か
り
ま
す
が
、
ま
だ
４
基
５
基
し
か
動
か
ず
、
原
子
力
に
対
す
る
理

解
も
な
い
な
か
で
、
高
速
炉
ま
で
や
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

村
上　

も
ん
じ
ゅ
で
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
が
起
き
た
の
は
、
95

年
12
月
で
、
試
験
運
転
中
だ
っ
た
。
も
う
十
分
運
転
で
き
る
状
態
だ

っ
た
が
、
そ
れ
を
20
年
間
停
め
て
し
ま
っ
た
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
ロ
シ
ア
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
て
も
試
運
転
を
再
開
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
運
転
実
績
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
、
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏

洩
で
20
年
間
停
め
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
１
兆
円
ほ
ど
つ
ぎ
込
む
こ

と
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
試
運
転
を
続
け
て
い
れ
ば
、

４
千
億
円
程
度
で
済
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。

秋
元　

も
う
少
し
原
子
力
の
状
況
が
よ
く
な
ら
な
い
と
。
資
金
も
そ

う
で
す
し
、
万
が
一
何
か
起
き
る
と
、
原
子
力
全
体
に
風
当
た
り
が

強
く
な
る
。
技
術
は
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

村
上　

仮
に
高
速
炉
開
発
を
再
開
し
た
と
し
て
、
も
ん
じ
ゅ
同
様
、

新
し
い
技
術
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
の
た
び
に
日
本

中
が
騒
ぐ
。
そ
の
た
び
に
時
間
と
お
金
が
か
か
る
、
そ
ん
な
こ
と
に

う
か
、
ど
の
程
度
の
被
ば
く
が
あ
り
得
る
か
は
計
算
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
現
実
に
な
っ
た
こ
と
は
相
当
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
原
子
力
の
安
全
性
向
上
の
た
め
に
努
力
し
て

き
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
福
島
事
故
の
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
電
力

業
界
は
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
、
自
主
的
努
力
に
よ
る
安
全
性

向
上
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ベ
ン
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム＊

や
水
素
再
結
合
装
置＊

な
ど
を
標
準
装
備
に
し
よ
う
と
主
張

し
た
一
部
の
技
術
者
た
ち
が
、
な
ぜ
も
っ
と
強
く
主
張
し
な
か
っ
た

の
か
と
、
強
く
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
見
て
い
る
か
ら
、
私
は
原
子
力
技
術
者
た
ち
が
、
教
訓
を

生
か
せ
る
事
業
環
境
を
も
っ
と
整
え
る
こ
と
が
１
Ｆ
事
故
の
教
訓
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
そ
う
い
う
環
境
が
な
い
の
な
ら
ば
、
優

秀
な
技
術
者
た
ち
は
、
事
故
の
教
訓
を
世
界
の
原
子
力
の
安
全
性
向

上
に
生
か
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

世
論
を
意
識
し
す
ぎ
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。

原
子
力
利
用
へ
の
信
念
と
本
気
度
を
示
せ

石
川　

た
だ
、
原
子
力
人
材
の
流
出
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
脅

か
し
ま
す
。
原
子
力
を
安
全
に
動
か
す
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
に
よ

る
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
。
本
来
は
政
治
家
や
官
僚
が
そ
の
リ
ス
ク

を
言
う
べ
き
で
す
が
、
ど
う
も
日
本
の
政
治
家
や
官
僚
、
マ
ス
コ
ミ
、

電
力
会
社
で
も
経
営
中
枢
の
方
は
、
世
論
を
読
も
う
と
し
過
ぎ
る
。

世
論
を
意
識
し
過
ぎ
て
、
原
子
力
に
つ
い
て
の
発
言
を
躊
躇
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

秋
元　

確
か
に
世
論
を
意
識
し
過
ぎ
で
す
ね
。
世
論
を
恐
れ
ず
、
指

導
者
が
原
子
力
の
必
要
性
と
将
来
ど
う
な
り
得
る
か
を
、
信
念
を
持

っ
て
語
れ
ば
、
国
民
も
つ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

村
上　

政
治
家
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
当
事
者
の
事
業
者
に
も
信
念

を
持
っ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
今
の
規
制
に
つ
い
て
、
審
査
会
合
等

で
言
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
ほ
ぼ
全
て
拝
承
で
一
生
懸
命
対
応
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
政
府
、
規
制
機
関
や
裁
判
所
の
決
定
に
は
、

ど
ん
な
理
不
尽
で
あ
ろ
う
が
従
う
、
果
た
し
て
そ
れ
で
い
い
の
か
。

毅
然
と
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原
子
力
、
今
後
の
課
題
と
方
策
は
？

高
速
炉
サ
イ
ク
ル
は
諦
め
ず
、

再
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
う

石
川　

な
か
な
か
課
題
山
積
の
状
況
で
す
が
、
今
後
の
話
に
進
め
ま

す
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
も
含
め
て
、
ど
う
で
す
か
ね
、
村
上
さ
ん
。

村
上　

そ
う
で
す
ね
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も

原
子
力
を
導
入
し
た
目
的
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
最
大
限
の
有
効

活
用
と
国
産
化
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
技
術
を
育
て
、
実
用
化
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
の
は
当
然

必
要
。
そ
の
意
味
で
は
、
せ
っ
か
く
運
転
で
き
る
状
態
だ
っ
た
も
ん

じ
ゅ
を
、
む
ざ
む
ざ
廃
炉
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
非
常
に
も
っ
た

い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
国
の
財
産
の
無
駄
遣
い
で
す
。

　

原
子
力
自
体
が
国
民
か
ら
支
持
を
得
て
い
な
い
な
か
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
が
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
国
に
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
資
格
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
育
て
て
き
た
日
本
の
高
速
炉
技
術
、
私
も
か
つ
て

高
速
炉
を
や
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
が
、
20

年
ほ
ど
前
の
時
点
で
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
だ
っ
た
日
本
の
高
速
炉

技
術
も
、
今
や
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
韓
国
に
抜
か
れ
、
中
国
に
も

イ
ン
ド
に
も
お
そ
ら
く
抜
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
や
る
気
の

あ
る
人
は
ど
ん
ど
ん
海
外
に
出
る
し
か
な
い
。

ベ
ン
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

格
納
容
器
内
の
圧
力
を
下
げ
る

た
め
、
原
子
炉
冷
却
系
統
に
残

留
す
る
空
気
を
排
出
す
る
シ
ス

テ
ム
。

水
素
再
結
合
装
置

水
素
と
酸
素
を
反
応
さ
せ
水
に

す
る
こ
と
で
、
格
納
容
器
内
の

水
素
濃
度
を
低
減
す
る
装
置
。

炉
心
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
、

水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
装
置
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル

原
子
力
発
電
所
で
使
い
終
わ
っ

た
ウ
ラ
ン
燃
料
の
約
95
％
は
燃

料
と
し
て
再
利
用
で
き
る
。
プ

ル
サ
ー
マ
ル
と
は
、
そ
の
使
い

終
わ
っ
た
燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
取
り
出
し
、
ウ
ラ
ン
と

混
ぜ
て
新
し
い
混
合
酸
化
物
燃

料
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
）
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
既
存
の
原
子
力
発
電
所

（
軽
水
炉
）で
使
っ
て
発
電
す
る

こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
な

い
日
本
で
、
ウ
ラ
ン
資
源
を
最

大
限
有
効
活
用
し
よ
う
と
い
う

も
の
。

村上　朋子　　むらかみ　ともこ
日本エネルギー経済研究所 戦略研究
ユニット原子力グループマネジャー；
研究主幹
1967年広島県生まれ。東京大学大学院工
学系研究科原子力工学専攻修士課程修了。
慶應義塾大学経営学修士（ＭＢＡ）取得。
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特
に
原
子
力
は
初
期
投
資
が
大
き
い
が
、
40
年
60
年
と
使
え
ば
社

会
的
便
益
は
大
き
く
、
も
ち
ろ
ん
Ｃ
Ｏ
２

対
策
に
も
非
常
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
し
か
し
事
業
者
が
長
期
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
と
、
原
子
力
へ
の
投
資
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

本
来
、
原
子
力
は
コ
ス
ト
が
安
価
で
い
い
電
源
だ
と
い
う
の
は
、
総

括
原
価
の
下
で
長
期
に
亘
っ
て
投
資
回
収
の
予
見
性
が
高
か
っ
た
か

ら
。
で
も
自
由
化
す
る
と
、
長
期
の
投
資
回
収
の
予
見
性
が
低
く
な

る
た
め
、
原
子
力
に
は
投
資
が
向
か
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
非

常
に
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
自
由
化
と
脱
原
子
力
を
実
現
し
て
い
る
イ
タ
リ
ア
で
は
、

自
由
化
で
コ
ス
ト
の
安
い
ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
の
新

増
設
が
相
次
ぎ
、
ガ
ス
比
率
が
急
速
に
高
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
、
急

激
な
化
石
燃
料
価
格
の
上
昇
で
電
力
料
金
が
高
騰
。
イ
タ
リ
ア
の
産

業
、
特
に
電
力
消
費
比
率
の
高
い
製
造
業
は
競
争
力
を
失
い
、
イ
タ

リ
ア
全
体
と
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
が
電
力
料
金
は
上
が
っ
て
も
経
済
成
長
し
て
い

る
の
は
、
金
融
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
拡
大
に
よ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ

の
枠
の
中
で
高
レ
ベ
ル
な
ス
キ
ル
の
移
民
を
大
量
に
受
け
入
れ
て
サ

ー
ビ
ス
部
門
が
成
長
す
る
一
方
、
製
造
業
は
国
外
に
移
転
、
製
造
業

に
携
わ
っ
て
い
た
労
働
者
階
級
は
職
を
失
い
所
得
が
低
下
、
そ
し
て

労
働
者
階
級
の
不
満
が
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
、

電
気
料
金
も
上
が
っ
て
い
る
が
、
上
昇
分
は
家
庭
部
門
が
主
に
負
担
、

産
業
部
門
の
負
担
は
比
較
的
軽
く
し
て
い
る
。
加
え
て
相
対
的
な
ユ

ー
ロ
安
も
あ
り
製
造
業
の
競
争
力
を
維
持
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
日
本
と
は
状
況
が
異
な
り
、
今
の
よ
う
な
状
況
が
続
け

ば
、
結
局
日
本
は
イ
タ
リ
ア
の
轍
を
踏
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
成
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に

せ
ず
に
自
由
化
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
消
費
者
は
短
期
で
安
い
電
源

誰
が
挑
戦
す
る
の
か
。
日
本
で
進
め
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
川　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
で
は
、
い
つ
危
機
が
襲
う
か
わ
か
ら

な
い
。
だ
か
ら
高
速
炉
に
つ
い
て
今
は
と
も
か
く
、
い
つ
ど
の
よ
う

な
形
で
再
開
す
る
か
可
能
性
は
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
由
化
で
原
子
力
投
資
が
進
ま
な
く
な
る
と

産
業
の
国
際
競
争
力
に
影
響
す
る

石
川　

さ
て
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
お
二
人
の
意
見
を

聞
い
て
み
た
い
。
私
自
身
は
発
送
電
分
離
に
は
反
対
で
す
。
少
な
く

と
も
発
送
電
一
貫
体
制
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
危
機
管
理
は
う
ま

く
い
っ
て
い
た
。
ま
た
規
制
料
金
の
総
括
原
価
方
式
も
批
判
さ
れ
て

ば
か
り
で
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。
自
由
化
と
発
送
電
分
離

の
な
か
で
の
今
後
の
原
子
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
見
通
し
を

伺
い
た
い
。

秋
元　

私
も
基
本
的
に
自
由
化
は
反
対
で
、
電
力
と
い
う
差
異
化
で

き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
点
や
、
同
時
同
量

と
い
う
特
性
、
公
共
性
、
弱
者
へ
の
配
慮
等
々
含
め
て
総
合
的
に
考

え
た
と
き
、
自
由
化
・
発
送
電
分
離
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
２
年
ほ
ど
で
新
製
品
が
現
れ
、

価
値
が
変
化
し
て
い
く
が
、
電
気
は
50
年
後
も
同
じ
価
値
の
商
品
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
ど
う
や
っ
て
50
年
後
も
品
質
の
高
い
電
気
を
安

定
し
て
安
く
提
供
で
き
る
か
、
長
期
的
に
考
え
て
対
策
を
取
っ
て
き

た
。
自
由
化
・
発
送
電
分
離
に
な
っ
て
、
多
様
な
会
社
が
参
入
し
安

さ
を
競
え
ば
、
投
資
側
は
短
期
で
投
資
回
収
し
た
く
な
る
。
本
来
、

電
気
は
長
期
的
に
安
定
し
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
に
、
自
由

化
に
よ
っ
て
事
業
者
の
視
点
は
短
期
化
す
る
。
本
当
に
そ
れ
が
社
会

に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
な
の
か
。

ば
か
り
に
飛
び
つ
き
、
結
果
と
し
て
変
動
性
を
高
め
、
産
業
を
悪
化

さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ
う
で
な
く
、
ど
う
や
っ
て
長
期
的
に
電

力
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
産
業
を
育
成
し
て
い
く
の
か
。
日
本
は
製

造
業
が
強
い
の
で
、
電
力
コ
ス
ト
を
抑
え
る
政
策
は
と
っ
て
い
く
べ

き
で
、
そ
の
点
で
も
原
子
力
の
役
割
が
大
き
い
。
早
く
再
稼
動
を
し

て
、
長
期
的
に
も
原
子
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
の
製
造

業
、
産
業
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
は
な
い
か
。

自
由
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
目
標
設
定
は

根
本
的
に
矛
盾
す
る

石
川　

村
上
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

村
上　

電
力
コ
ス
ト
を
し
っ
か
り
抑
え
て
日
本
の
国
際
競
争
力
を
維

持
す
る
観
点
か
ら
も
、
や
は
り
電
気
事
業
者
に
は
理
不
尽
な
過
剰
規

制
に
対
し
毅
然
と
対
応
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
自
由
化
に
つ
い
て

も
、
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
Ｃ
Ｏ
２

対
策
で
、
２
０
３
０

年
の
目
標
と
し
て
、
原
子
力
20
〜
22
％
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
22

〜
24
％
、
石
油
・
ガ
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
数
値
が
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
う
い
う
目
標
設
定
と
自
由
化
は
根
本
的
に
矛
盾
し
て
い
る
。

　

自
由
競
争
だ
と
、
当
然
な
が
ら
市
場
原
理
と
し
て
は
、
安
い
電
源

を
調
達
し
て
、
安
い
値
段
で
売
る
と
い
う
こ
と
で
、
必
然
的
に
最
も

安
い
電
源
が
選
ば
れ
る
。
自
由
化
を
推
進
し
て
い
る
国
が
、
将
来
的

な
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
言
う
の
は
、
荒
唐
無
稽
。
何
と
か
無
理
や
り

両
方
達
成
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
再
エ
ネ
に
賦
課
金＊

を
、
と
い
う
話

に
な
る
。

　

自
由
化
す
る
な
ら
ば
っ
さ
り
割
り
切
っ
て
、
市
民
に
そ
の
と
き
そ

の
と
き
の
最
も
安
い
電
気
を
届
け
る
こ
と
を
最
優
先
す
る
。
あ
る
い

は
長
期
的
に
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考
え
て
、
が
ち
っ
と
何

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

促
進
賦
課
金

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
は
、

再
エ
ネ
（
太
陽
光
・
風
力
・
地

熱
・
中
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
）
で
発
電
し
た
電
気
を
、

全
て
の
小
売
電
気
事
業
者
が
一

定
期
間
・
固
定
価
格
で
買
い
取

る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
。

小
売
電
気
事
業
者
が
買
い
取
る

費
用
を
、
電
気
の
利
用
者
全
員

か
ら
賦
課
金
と
い
う
形
で
集
め
、

今
は
ま
だ
コ
ス
ト
の
高
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
支

え
て
い
る
。

秋元　圭吾　　あきもと　けいご
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議
題
に
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
新
規
制
基
準
に
よ
る
安
全
対
策

費
が
多
額
に
な
り
、
事
業
者
と
し
て
は
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
廃

炉
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
関
電
は
美

浜
１
・
２
号
機
、
原
電
も
敦
賀
１
号
機
の
廃
炉
を
決
め
た
が
、
も
っ

た
い
な
い
。

村
上　

敦
１
は
震
災
当
時
、
長
期
補
修
中
。
日
本
で
一
番
古
い
Ｂ
Ｗ

Ｒ
で
す
け
ど
、
格
納
容
器
内
の
重
要
機
器
な
ど
新
品
に
取
り
替
え
た

直
後
で
し
た
。
そ
の
新
品
の
、
全
然
放
射
化
し
て
い
な
い
構
造
物
を
、

全
部
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
。

秋
元　

原
子
力
発
電
所
は
事
業
者
の
所
有
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
国

の
財
産
で
あ
る
。
そ
の
財
産
に
対
し
、
も
っ
た
い
な
い
、
本
当
に
廃

棄
し
て
い
い
の
か
と
い
う
意
識
が
乏
し
い
。

石
川　

結
局
、
原
子
力
発
電
は
国
策
民
営
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
、

全
て
の
商
業
用
原
子
炉
は
民
間
企
業
が
持
っ
て
い
る
。

　

日
本
み
た
い
に
資
源
の
な
い
国
が
ぜ
い
た
く
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

政
策
の
な
か
に
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
概
念
が
不
可
欠
で
す
。
自

由
化
の
な
か
、
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム＊

を
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
合
わ
せ

て
、
原
子
力
発
電
所
の
財
政
的
支
援
措
置
を
つ
く
る
べ
き
。
す
る
と

財
政
当
局
の
目
が
入
る
の
で
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
概
念
が
植
え

つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

容
量
市
場
の
検
討
時
に
、
原
子
力
発
電
所
の
国
家
保
証
は
確
実
に

や
る
。
国
が
認
め
た
設
備
で
あ
る
以
上
、
40
年
な
り
60
年
の
保
証
は

確
実
に
制
度
化
す
る
こ
と
が
、
も
っ
た
い
な
い
精
神
に
応
え
る
私
の

制
度
的
な
答
え
で
す
。
今
、
電
力
会
社
が
保
有
し
て
い
る
原
子
力
発

電
設
備
に
対
し
て
も
国
家
保
証
を
行
う
こ
と
が
、
次
の
政
策
と
し
て

大
事
。
発
送
電
分
離
を
前
に
、
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
市
場＊

な
ど
が
で
き
る
と
き
に
こ
れ
を
組
み
込
め
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
何
％
と
決
め
る
な
ら
、い
っ
そ
自
由
化
な
ど
す
る
な
、と
考
え
ま
す
。

石
川　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
な
ぜ
自
由
化
の
国
で
目
標
を
決
め
る

の
か
。
そ
れ
は
規
制
化
で
あ
り
、
自
由
化
じ
ゃ
な
い
。

秋
元　

政
府
は
、
市
場
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
市
場
は
甘
く

な
い
。
そ
ん
な
複
雑
で
複
数
に
ま
た
が
る
市
場
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
、
想
定
ど
お
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
実
現
で
き
る

か
と
い
う
と
、
甚
だ
疑
問
で
す
。
そ
こ
ま
で
制
御
す
る
な
ら
、
自
由

化
せ
ず
に
、
政
府
が
決
め
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。

石
川　

17
年
度
内
の
閣
議
決
定
を
め
ざ
し
て
い
る
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
は
、
２
０
５
０
年
を
目
標
年
次
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
な
る
と
問
題
は
、
50
年
時
点
で
の
原
子
力
。
40
年
寿
命
だ
と
次
々

廃
炉
に
な
る
の
で
、
60
年
80
年
の
議
論
を
ど
こ
ま
で
入
れ
ら
れ
る
か

が
、
原
子
力
に
つ
い
て
一
つ
の
分
岐
点
か
と
思
い
ま
す
。

秋
元　

２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
20
年
ま
で

に
国
連
に
提
出
し
な
い
と
い
け
な
い
。
既
に
80
％
削
減
を
表
明
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
無
視
し
た
数
字
に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、

国
内
で
の
80
％
削
減
は
、
原
子
力
を
相
当
積
み
上
げ
た
と
し
て
も
ム

リ
。
特
に
新
増
設
が
な
け
れ
ば
と
て
も
８
割
減
に
近
づ
け
る
こ
と
さ

え
で
き
な
い
。
だ
か
ら
海
外
で
の
削
減
効
果
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

含
め
て
８
割
減
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
観
で
い
く
と
、
長
期
目
標
を
国
連
に
提

出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、
２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の

あ
り
方
、
そ
の
議
論
は
す
ぐ
に
も
始
め
な
い
と
い
け
な
い
。

政
策
に「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
概
念
を
。

原
子
力
の
国
家
保
証
を
実
現
さ
せ
た
い

石
川　

確
か
に
原
子
力
の
新
増
設
は
不
可
欠
で
す
が
、
ま
だ
そ
れ
は
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容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム

kW
価
値
の
取
引
。
卸
電
力
市
場

（
kWh
市
場
）
と
は
別
に
、発
電
等

に
よ
る
供
給
能
力
に
対
す
る
価

値
を
認
め
、
そ
の
価
値
に
応
じ

た
容
量
価
格
（
kW
価
格
）
を
支

払
う
。
電
源
投
資
に
関
し
、
一

定
の
投
資
回
収
の
予
見
性
を
確

保
し
、
中
長
期
的
に
必
要
な
供

給
力
・
調
整
力
を
確
保
す
る
た

め
の
し
く
み
で
あ
り
、
将
来
の

供
給
力
を
早
い
段
階
か
ら
市
場

で
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
市
場

原
子
力
や
石
炭
火
力
、
大
規
模

な
水
力
な
ど
、
発
電
コ
ス
ト
が

安
く
、
一
日
を
通
し
て
安
定
的

に
発
電
で
き
る
電
源
に
よ
る
電

力
を
取
引
す
る
市
場
。
新
電
力

も
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、

小
売
競
争
お
よ
び
卸
電
力
市
場

の
活
性
化
を
通
じ
、
電
気
料
金

を
最
大
限
抑
制
し
、
事
業
者
の

事
業
機
会
と
ユ
ー
ザ
ー
の
選
択

肢
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

ベースロード（原子力、石炭火力、大型水力等）

ミドル
（LNG等）

ピーク
（石油等）

電源供出

0  3  6  9  12  15  18  21  24（時） 0  3  6  9  12  15  18  21  24（時）

電源調達

さらなる
競争を
促進

〈旧一般電気事業者〉 〈新規参入者〉

ミドル
（LNG等）

ピーク
（石油等）

ベースロード
（石炭等）

ベースロード不足分（ミドルで代替）

VS

ベースロード電源市場
（新設）
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秋
元　

そ
う
で
す
ね
。
容
量
市
場
で
調
整
す
る
と
か
、
原
子
力
の
無

限
賠
償
責
任
を
見
直
す
と
か
。
別
に
原
子
力
を
助
け
る
た
め
で
は
な

く
、
自
由
化
に
伴
う
市
場
の
失
敗
を
是
正
す
る
た
め
に
そ
う
い
う
措

置
が
必
要
で
す
。

石
川　

要
は
、
本
来
自
由
化
と
需
給
見
通
し
の
策
定
は
相
容
れ
な
い
。

市
場
に
委
ね
て
い
る
の
に
な
ぜ
見
通
せ
る
の
か
。
次
の
需
給
見
通
し
、

次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
自
由
化
と
い
う
市
場
原
理
に
委

ね
る
政
策
を
実
行
し
つ
つ
、
政
府
が
計
画
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
お

か
し
い
と
主
張
し
、
な
ん
ら
か
の
措
置
を
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

再
エ
ネ
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
究
極
の
総
括
原
価
。
容
量
市
場
に
至
っ
て
は
、

ま
だ
発
電
し
て
い
な
い
の
に
金
を
払
う
と
い
う
総
括
原
価
で
す
。
し

か
し
、
そ
う
で
な
い
と
プ
ラ
ン
ト
が
保
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
や
む

を
得
な
い
。
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
議
論
は
、
ぜ
ひ
自
由
化

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
両
立
自
体
に
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を

。

秋
元　

つ
ま
り
、
電
力
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
お
け
る
自
由
化
が

大
き
な
矛
盾
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
話
で
す
。

石
川　

も
ち
ろ
ん
自
由
化
が
お
か
し
い
わ
け
で
す
が
、
自
由
化
し
た

な
ら
、
な
ぜ
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
策
定
す
る
の
か
。
そ
の
問
題

提
起
を
し
て
も
い
い
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
7
年
５
月
16
日 

実
施
）　

編
集
／
田
窪
由
美
子


